日本体育大学記録会結果　　　12月8日・9日　　日体大健志台

～10,000ｍで大塚が歴代新、自己新記録続出～

5,000ｍ　　柱　　欽也（2年）　15分05秒45　　自己新

斉藤　博俊（2年）　16分04秒87　　 今年ベスト

　　　　　 小山田典洋（1年）　15分27秒30　　自己新

　　　　　 瀬川　陽平（1年）　15分43秒29　　大学ベスト

　　　　　 増田　　啓（1年）　17分01秒27

10,000ｍ　 大塚　統彦（2年）　30分52秒53　　東経新・自己新

　　　　　 柱　　欽也（2年）　31分18秒57　 自己新

　　　　　 三代川淳一（2年）　32分28秒72

　　　　　 斉藤　博俊（2年）　33分58秒85

　　　　　 瀬川　陽平（1年）　33分11秒14　　自己新

· 長距離ブロックは今週もやってくれた。先週に引き続き記録ラシュ！大半の選手が自己新を達成してくれた。柱（2）は5,000ｍ・10,000ｍで連日の自己新、5,000ｍは14分台目前まで迫り、10,000ｍでは自己の記録を30秒短縮した。春先の膝の故障で今年は出遅れたが帳尻を合わせてくれた。大塚（2）は10,000ｍで東経新を達成！小西コーチの東経記録（30分52秒8）を20年ぶりに更新した。大塚にとっては前半ややスローペースなレース展開で5,000ｍ過ぎには一時レースを引っ張りながらこの記録に今後の成長の可能性を感じた。まだまだ、伸びる！斉藤（2）も今年のベスト記録達成、彼は今年不本意なシーズンであったが、しっかりと冬季トレーニングを積み来シーズンは自己ベストを目指して欲しい。小山田（1）も自己ベスト達成、好調を持続している。来春には14分台を達成してもらいたい。瀬川（1）もようやく15分台で走ってくれた。自己ベスト（15分27秒91）が射程圏。増田啓（1）は16分40秒を目標にしていたが上手くペースに乗れず17分台と不本意な結果となってしまった。結果はどうあれ、2週連続で積極的に苦手な5,000ｍに出場したことは評価できる。三代川（2）は先週の疲労からか、走りに切れと粘りが無かった。このままの走り込みを積んで行けば来春は14分台を狙える。

